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１．はじめに  

 太陽光発電のアレイ支持構造物は，薄肉鋼板が使用されることが多く，コンクリート構造物に比べ非常に軽

量である．モジュールが一定の傾斜角を持つ構造となっているため，風荷重を受けた場合に浮上がりや滑動に

対する抵抗性で基礎構造が決まることが多い．浮上がりに対してはコンクリート重量で抵抗し，滑動に対して

はコンクリートと地盤の間の摩擦係数で抵抗することとなる．各指針類に記載されている静止摩擦係数は、コ

ンクリートと地盤の場合，0.35～0.7 程度である．ここでは，地上置きの現場打ちコンクリートによる直接基

礎を対象に，滑動抵抗試験を実施し滑動抵抗性能を確認したため報告する． 

２．試験概要  

 ローラー転圧した礫シルト混じりの砂質地盤の上に砕石および均しコンクリートを敷設せずに直接打設し

たコンクリート基礎を対象に試験を行う．供試体に水平方向から荷重を段階載荷し，荷重値と変位を計測する．

載荷ステップは，セメント分が地盤に浸透したことによる付着が切れるまで載荷する初期載荷と，初期載荷の

後，一旦除荷し再載荷する二次載荷の 2 段階とした．反力は，プレキャストコンクリートブロックおよびバッ

クフォー等の重機を用いた． 供試体は矩形のコンクリート（表 1に実測寸法を示す）であり、異なる 5 箇所

のエリア（測点）に設置した．コンクリートの単位体積重量は生コンプラントの違いにより，22.1～22.4kN/m3

のばらつきがある．各測点の地盤物性を図 1に示す．地盤調査は，標準貫入試験と平板載荷試験および簡易支

持力測定（キャスポル）を行った．標準貫入試験の N 値は，地表面から 50cm 以浅部の値である．なお，試験

は津名東太陽光発電所（出力 33,500kW,ユーラスエナジーホールディングス）にて実施した． 

表 1 供試体実測寸法 

 

 

図 1 地盤物性値 
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図 2 試験状況写真（左図：供試体，中図：荷重載荷点，右図：変位計測点） 

３．試験結果  

 初期載荷では，載荷の初期段階において，荷重値が大きくなりその後急激に荷重値が下がると同時に変位が

急増している．この初期段階の挙動は摩擦抵抗というよりコンクリートと地盤の付着による抵抗が大きいと考

えられる．このピーク荷重を基礎重量で除した値を滑動抵抗係数とする．二次載荷では，先の付着は十分に切

れていると考えられる．載荷初期の段階で荷重がピーク値を記録した後，ある一定荷重のもと変位が増加して

いる．この二次載荷時のピーク荷重値を基礎重量で除した値を静止摩擦係数とする．その後荷重一定部分は動

摩擦が作用していると考えられる． 

 

図 3 荷重-変位関係（左図：初期載荷、右図：二次載荷） 

       表２ 試験結果整理 

表２に試験結果を整理したも

のを示す．付着力が作用している

滑動抵抗係数は約 2 以上あり，か

なり強力な滑動抵抗力が期待で

きる．この付着が切れた後の静止

摩擦係数は 0.92～1.16（平均：

1.01）であり，各種指針類で示さ

れる一般的な値に比べかなり大

きい．動摩擦係数も 0.79～1.03（平均 0.85）程度とかな

り大きい.これらは，土質や地盤の造成状況にもよるが，

現場打ちコンクリートのため基礎下面の凹凸（図４）やセ

メント分の浸透による地盤との一体化が滑動抵抗を大き

くしていると考えられる． 

４．まとめ  

 現場打ちコンクリートの場合には，基礎下面の状況にも

よるが，各指針類で記載されている一般的な静止摩擦係数

よりもかなり大きく期待してもよいと考えられる．           図 4 供試体下面状況 

【参考文献】道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編：社団法人 日本道路協会,p.309,平成 24 年 3 月 
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